
久地小 秋の環境学習の結果 

 
１．概要 

日  時  １０月１９日（月）１４：３０～１５：２０ 
場  所  久地小ビオトープ 
内  容  ビオトープの生きものを観察 
対  象  飼育・ビオトープ委員会の児童１５名 

 
２．内容 
   ビオトープ整備後、半年が経過し、当初放流したメダカ、プールから救出したヤゴがどのよう

に暮らしているのか、また、他にどのような生きものが暮らしているのかを観察した。 
 
３．当日のスケジュール 

１４：３５～  鈴木先生からの事業開始の挨拶 
１４：４０～  TR ネットから事業の流れの説明 

  １４：４５～  ビオトープから網で生きものをすくい、仕分け 
  １５：００～  発見した生き物について TR ネットから解説 
  １５：１０～  顕微鏡を使った観察 
  １５：２０   事業終了（その後わくわくプラザの子どもたちが観察に訪問） 
 
４．確認できた生きもの 

・ シオカラトンボのヤゴ 
・ ギンヤンマのヤゴ 
・ ヒメガムシ 
・ コミズムシ 
・ ユスリカの幼虫 
・ サカマキガイ 
・ クロメダカ 
全７種類を確認。整備後に新たな生きものが加わり、暮らしているのが確認できた。 

TR ネットの解説 生きものを探す子どもたち 


